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リンゴ赤星病冬胞子堆成熟の一予測法について
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1　ま　え　が　き

リンゴ赤星病は庭園などに植栽されるビヤクシン類を中

間寄主にするため．掛園地周辺の宅地化が進むほつれて発

生が増加してきた病害である。

本病の薬剤によろ防除は．ピヤクシン矧こ形成した冬胞

子唯へと．リンゴ樹に対する薬剤散布とに大別されるが．

通常冬胞子唯が成熟してリンゴ樹への感染が始まる開花直

前頃から3回程度．本病に有効な殺菌剤を散布することに

ょり防除している。赤星病冬胞子唯の成熟とリンゴ樹の生

掛は必ずしも一致するとは限らず．時として防除の適期を

失する場合がある。そこで本病をより確実に防除するため

本柄の感染開始期であるビヤクシン類上の冬胞子堆成熟期

を予測する方法を検討した。

2　試　験　方　法

川　冬胞子唯成熟と気温

リンゴ赤星病の癌腫が多数形成している，樹高約80（間の

鉢植えカイヅカイブキを供試し．時期を異にしてガラスハ

ウス又は人工気象室内に入れ，約20℃に加温して冬胞子堆

成熟時期及び成熟に要する積算気温を算出した。積算気温

の起算日は3月3半句の初日とし，冬胞子堆成熟日の判定

は，適宜水道水を噴霧して．次に示す基準により成熟度が

90以上に達した日とした。

成熟度算出基準

指数1………膚瞳（0811）が原型のまま

2………褐色の冬胞子唯が1～2d暮出たもの

3………　　　”　　　3m以上出たもの

4………寒天状に膨らみ，小生子形成能力があ

るもの

成熟度＝
ヱ（指数×該当数）

4×∴N
×100

（2）冬胞子堆成熟の早晩と降雨

1日と同様なカイヅカイブキを，1979年3月23日から5月

12日まで簡易散水装置により，降雨日を除いて連日12時か

ら13時の1時間水道水を散水し，冬胞子堆成熟の状況を川

の基準にしたがって調査した。
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（引　リンゴの生態と冬胞子堆成熟日

場内に植栽してあるカイヅカイブキに形成している冬胞

子唯について，川の基準により成熟度が90に遷した日を成

熟日として，場内は場ふじの開花日との関係を比較した。

3　試験措黒と考察

日）冬胞子唯成熟と気温

図1は3月23日から約10日間隔で加温処理を行ったも

のであり．この結果によると加温開始後冬胞子唯が成熟す

るまでの期間は，処理時期が遅いほど短くなり，3月処理

では17日間であるのに対し，5月初旬では5日間であった。

これらのことから，冬胞子堆成熟の早晩は気温に強く影

響されるとともに．特定の時期の気温ではなく，比較的低

温の時期から長期にわたる積算された気温に左右されるこ

とが推察される。

処理区；　3 4　㌧⊥＿＿＿⊥＿＿．，＿＿L＿⊥

－野外期間

～～㌧抽温期間

図1　加温による冬胞子堆成熟促進（1979）

1981年及び82年の両年とも4月14日から約10日間隔で

人工気象室内で20℃に保持し，成熟までの日平均気温の概

算値を表1に示した。これによると3月11日を起算日とす

る平均気温の積算値は．処理区平均で81年が368．2℃，82

年が384．0℃であり，両年の各処理区ともはば360～400

℃の範囲内であった。

（2）冬胞子堆成熟の早晩と降雨

連日散水しても冬胞子唯の成熟は促進されず，逆にやや

成熟が遅れた。これは水の温度が気温きり低いことと気化

熱により．対照よりも成熟に対して抑制的に作用したもの

と思われる（表2）。

（3）リンゴの生態と冬胞子堆成熟日

表3に示したように，冬胞子唯の成熟日はすべてリンゴ

の開花前にあるが，成熟日と開花始めの時期は平行的関係



－232－

表1積算温度と冬胞子唯成熟
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年次 処理区
3 月11日か らの野外 加温期 間 の

合　 計 （平均 ）
加温開始　 成熟度90に

加温期 間
平　 均 気 温　 積 算 臼温度積 算 月　 日　4．14 遷 した月日　4．27

8 1′

1

2

12 0．6 260 380．6 13

175．7 180 3 55．7 4．23 5．2 9
3

4

273．3

363．3

100 373，3

363．3（36 8．2）

5．2 5．7

5．8

5

82′

1

2

120．9 2 60 380．9 4．14 4．27 13

197．3 200 39 7．3 4．24 5．4 10
3 325．7 60 385．7 5．4 5．7 3
4 37 1．9 37 1．9（384．0） 5．8

－

表2　冬胞子堆成熟に及ぼす散水の影警
（1979）

調査月 日
冬 胞 子 堆 成 熟 度

散　 水　 樹 無 散 水 樹
5　月　 9　日 62．0 70．3
12 日 96．0 97．6

が認められなかった。したがってリンゴの開花期を目安に

して本病の防除を実施すると．年によっては感染が先行し

て防除効果が不十分な場合が生ずる。

3月11日を起算日とする日平均気温の積算値は6年間の

平均375・2℃であり・加温処理と同様はば360～400℃の範

囲内であった。

義3　冬胞子堆成熟日とリンゴの生態

年　 次 成 熟　 日 C V ・ふ じの
開 花 始 め

3 月 11 日 か ら
成 熟 目 ま で の
平均 気温 積算 （℃）

19 76 5 月 10 日 5 月 14 日 356．0

19 77 6 13 372．0

1978 8 1 2 392．4

19 79 12 21 39 5．7

19 81 8 14 詭3．3

198 2 8 9 371．9

平 均 5 月 9 日 5 月 14 日 37 5．2

以上の結果を総合すると・冬胞子唯の成熟に関与する気

象要因中気温の影響が大きく●一定時期以後の気温積算値

と成熟時期は高い相関関係が認められた。本試験地は積雪

l←1月→l←2　月→l←3　矧→l←4　り→■←5　円

半　句　別　平均　気温（S3ト56）
娩測地点　鹿角分場

図2　半句別平均気温（S34～56）

観測地点　鹿角分場

寒冷地にあり，ビヤクシン類は冬期間積雪下にある場合が

多いため・平均気温がマイナスを示す期間は年次差が少な

いと考えられる。そのため気温積算の起算日を当地におけ

るプラスに転ずる時期である3月3半句の初日としたが，

おおむね妥当と思われろ。平均気温を債算してはば360～

400℃の範臥こ入ると冬胞子確が成熟するため，予測時点

までの実積算値と．気象予報による予想気温を加えること

により2日前後の誤差で予軌が可能である。

また・ビヤクシン類を加温して得られる積算温度値によ

り・当年の冬胞子堆成熟に要する横算温度をより正確に知

ることができるため，成熟時期予測の精度を高めることが

可能である。


